
資料２   2017.3.14 

－ 1 / 2 － 

 

 

 

 

項目 チェック内容 

[１] 再度、ＣＵ各々の「端子台」の接続状態を確認する。 

・「端子台（電源）」に電源（ＡＣ１００Ｖ、又はＡＣ２００Ｖ）を接続する。 

・「端子台（ＦＧ）」にアースを接続する。 

・「端子台（出力１）」にボイラー、ヒーター等の負荷を接続する。（通常はこちらに接続） 

・出力１、及び２は無電圧接点出力です。（ＡＣ２５０Ｖ３Ａ） 

・「端子台（地温）」に専用の地温センサを接続する。（地温センサを使用する場合） 

ＣＵの「降雪センサコネクタ」にコネクタが根元まで入っているかを確認する。 

[２] ＳＳ下部の「接続コネクタ」にコネクタが根元まで入っているか確認する。 

ロックねじを最後まで回しているかを確認する。 

（ねじ式ロック付のコネクタがＳＳ側になります） 

結束バンドでケーブルを固定してください。 

[３] ＣＵの「管ヒューズ」が切れていないかを確認する。 

・「管ヒューズ」は、ＣＵ上部の蓋を外して、ＣＵ基板右側の真中にあります。 

切れている場合は原因を確認の上「管ヒューズ」（１２５Ｖ２Ａ）を交換してください。 

 ＣＵの電源部に繋がれているコネクタ部の抜けがないかを確認する。 

・ＣＵ上部の蓋を外し、ＣＵの電源スイッチ部とＣＵ基板に繋がれているコネクタ部の 

抜けがないかを確認する。 

[４] 再度、設置場所を確認する。 

・ＳＳ前面に障害物等が無いか再度確認する。 

・ＳＳ前面に汚れ等が無いか確認する。 

[５] 以下の要領で降雪信号を入れてください。 

 

必ず手や棒等でさえぎり動作を行なってください。 

ＳＳの検出部を布等で覆わないでください。 

[６] 周囲が囲まれると風向きによっては雪が降ってこない場合があります。 

設置場所を再度検討してください。 

※ＣＵはセントラルユニット、ＳＳは降雪センサ部を示す。  
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[７] 障害物が妨げになり誤検出する場合があります。 

設置場所を再度検討してください。 

[８] 落雪によりＳＳが破損する恐れがあります。 

設置場所を再度検討してください。 

[９] 赤外線が雪片に届かず、降雪の検出が出来ません。 

検知距離は標準タイプ０．５ｍ、Ｅタイプ１．０ｍ以内です。 

設置場所を再度検討してください。 

[１０] コネクタのピンを濡れた状態のまま放置すると腐食原因となります。 

コネクタが濡れた場合はよく乾燥させてから接続をして下さい。 

[１１] ケーブルが引っぱられコネクタ部に負荷がかかり破損する恐れがあります。 

[１２] 窓ガラスや鏡等の反射率の高いものが前面にあると正常に検出できません。 

方向を変えるか、設置場所を再度検討してください。 

[１３] 電源が入っていないと動作しません。 

ＣＵの電源部を再度確認してください。 

[１４] ケーブル（コネクタ部分）を交換してください。 

[１５] 柔らかい布等でＳＳの前面を掃除してください。 

[１６] 北西の方向には向けないでください。 

冬期間は北西の風が吹きつける場合が多く、ＳＳ前面部に雪が付着し検出が出来なくなること

があります。 
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※ＣＵはセントラルユニット、ＳＳは降雪センサ部を示す。 

 

 

 

 

15ﾟ
15ﾟ

光が直接入ると誤検出する場合があります。 

センサ中心部より±１５°以内に光が直接入らない様

に考慮してください。 

排気筒からの蒸気を検出することがあります。 

排気筒の近くには設置しないでください。 


